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茨城県テニス協会
実業団委員会

標記大会を下記要領で行ないますのでお知らせ致します。
主催 茨城県テニス協会
後援 茨城新聞
協賛 （株）ダンロップスポーツ

１．日時： 第１日 男子（１、２、３回戦） Ｈ２０年 3月 ８日（土）１４面
集合；８：３０分、開会式；８：４５分、試合開始；９：００

第２日 男子（準決勝、決勝、３位決定戦）、女子：全試合
Ｈ２０年 ３月 ９日（日）、１４面、試合開始；９：００

予備日 Ｈ２０年 ３月1５日（土）

２．場所： 笠松総合運動公園テニスコート （ハードコート）

３．試合方法： 男女共、ダブルス１、シングルス２とし、重複出場は認めない。
B大会との重複出場は認めない。
第１回戦（１回戦がバイの場合は２回戦）のみ全試合を行ない、それ以降の試合は勝敗決定
後の試合を打ち切る。
試合進行上必要な場合は、第１回戦であっても勝敗決定後打ち切りとする場合がある。
試合順は原則としてD, S1, S2とする。メンバーは1名欠けた場合、
S2を不戦とする。2名以上の欠員はその対抗は負けとなる。
勝敗決定後は、両チームの合意のもとに選手を変更し、試合をすることができる。
Sは、実力順に選手を選出するものとする（IBTAポイント順）。
各試合共８ゲーム、ノーアドバンテージとし、８—８で７ポイントのタイブレーク方式とする。
但し、雨天の場合は試合方式を変更することがある。
審判は、セルフジャッジとする。
コール後、１５分以上遅刻したチームは、失格とする

４．出場資格： 茨城県テニス協会に登録した実業団チームとする。
ドローサイズは参加申し込みチーム数により定める。支部予選は実施しない。
チーム構成は、個人にあっては、当該団体に所属し、
Ｈ２０年度茨城県テニス協会登録者又は登録予定者とする。
選手登録は、参加申し込み時に提出のこと。登録選手の変更は、大会初日の初対戦前までに、
１名に限り、登録人数の枠内で、認める。
本大会に出場する選手のオーダーは試合開始１０分前迄に提出すること。
その他、詳細は茨城県実業団テニストーナメントA大会出場資格参照のこと。
参加費等：参加各チーム、5０００円、平成２０年１月２１日(月)までに出場チーム毎に、
選手名簿（代表者名、連絡先、メールアドレス記入）と共に下記申込み先に申し込むこと。
期日までに選手名簿の提出のなかったチームはスポーツ障害保険適用除外となります。
2月３日（日）にドロー会議を行います。
申し込み先住所；〒31４-０００５ 鹿嶋市高天原１－６－１９－２ 宗形 信二

（メール可：rokkouta@ybb.ne.jp)
参加費は、下記口座に振り込んで下さい。チーム名を記入のこと。

領収書は試合当日に会場でお渡しします。
名義人：茨城県テニス協会 実業団 委員長 宗形信二
常陽銀行 鹿島支店 普通口座 店番03６ 口座番号 １６８１９１８
試合球は各チーム、持参のこと（ダンロップフォートイエロー ６個）

５．チーム編成：
男女共に、部長、監督、マネージャー各１名、選手４名以上９名以内でチームを編
成する。男女共、選手が部長、監督、マネージャーを兼務できる。

６． コートレフリー及び運営委員：
運営委員長；宗形 信二（住友金属鹿島）
レフリー ；宮崎 紀久恵（茨城県テニス協会 審判部会委員）

運営委員； 富田真智子（日立市消防本部）、原田 健一（日立佐和）
渡部麻美（茨城県庁）、野瀬勝也（キャノン）、松本 聡（ＪＡＸＡつくば宇宙センター）
樋口武史（日立建機）、加治芳行（原科研）

７. 服装： ＪＴＡテニスルールブック２００８に拠る。
※ロゴチェックは、行いません。

８.その他： 一度、提出したオーダーは変更できない。
オーダー交換時に全選手が揃っていなくともよい。
ルールはJTAルールにもとづく。
男女共、優勝チームは関東大会に出場する権利を得る。
天候により試合進行を早める場合がありますのでご協力をお願いします。

平成19年12月20日
第2２回茨城県実業団テニストーナメントA大会本戦開催要項



茨城県テニス協会

実業団委員会

1 平成２０年２月１日現在出場する会社または団体の社員

（嘱託を含む。但し、雇用契約のある者）に限る。

アマチュアの外国籍選手およびプロフェッショナル

（国籍を問わずJTA競技者規定により登録済みの選手）

も含む。又、実業団の子会社（親会社が資本金の２０％以上出資していること）

から親会社に出向している社員も選手として出場することができる。

2 学生、パート、講師は出場資格を与えない。

3 .同一会社または団体であれば関東地区内の他の事業所と合同でチームを

編成することができる（補強）。

但し、実業団団体戦で他県にエントリーした選手は除く。

4 アマチュアの外国籍選手およびプロフェッショナル（国籍を問わない）の扱い

それぞれ、１対抗につき２ポイント（２組み）のみ出場できる。

３年以上日本に在住する外国籍選手については出場制限を設けない。

5 茨城県テニス協会に登録しているチームおよび選手。

6 茨城県実業団テニストーナメントB大会との重複出場は認めない。

7 前年度日本リーグに出場した選手は出場できない。但し、前年出場したチームの

一員として、当年の日本リーグに出場しない旨宣言した場合を除く。

8 男女共に、部長、監督、マネージャー各１名、選手４名以上９名以内でチームを編成する。

9 男女共、選手が部長、監督、マネージャーを兼務できる。

10 上記１〜 ７項に違反した事が判明した場合、

そのチームは当該年度の実業団大会出場資格を失う。

大会中、チームの対戦が終了した後に判明した場合は、

その対戦は終了したものとし、以後、失格する。

関東大会への出場権を得た場合も失格とし、次順位のチームを繰り上げる。

以上

平成19年12月20日

第２２回茨城県実業団テニストーナメントA大会出場資格



◇ 名 誉 会 長 須 藤 信 久

◇ 大 会 会 長 黒 澤 弘 忠

◇ 大 会 副 会 長 星 通 ・ 掛 札 岩 男 ・ 三 国 晃 小 泉 弘 子

◇ 大 会 顧 問 高 橋 酉 蔵 ・ 久 保 田 護 ・ 勝 田 茂 ・ 保 坂 和

保 坂 嘉 男 ・ 直 井 啓 吾 ・ 太 宰 俊 吾 ・ 清 水 正 亜

横 澤 邦 重 ・ 小 林 義 広

◇ 大 会 委 員 長 清 野 純 一

◇ 大 会 副 委 員 長 宗 形 信 二 ・ 高 野 秀 機 ・ 沼 尻 満 男 ・ 佐 原 一 二

◇ 大 会 委 員 大 友 昭 敏 ・ 横 田 卓 也 ・ 坂 田 寛 ・ 高 場 恵 子

永 岡 浩 ・ 鈴 木 正 人 ・ 島 一 史 ・ 佐 伯 生 恵

木 村 千 恵 子 ・ 萩 谷 弘 通 ・ 姫 田 雄 一 郎 ・ 脇 坂 賢 司

渡 邉 尚 之 ・ 寺 山 勝 則 ・ 関 口 修 一 ・ 飛 田 建

稲 葉 隆 ・ 渡 邊 義 孝 ・ 石 川 貴 之 ・ 水 戸 弘 一

大 島 裕 之 ・ 福 島 雅 紀 ・ 西 谷 好 雄 ・ 渡 辺 善 弘

程 原 政 信 ・ 徳 丸 利 男 ・ 五 十 嵐 貴 裕 ・ 山 内 重 道

遠 藤 隆 史 ・ 赤 荻 宏 幸 ・ 秋 山 敬 悟

◇ 実 行 委 員 長 宗 形 信 二

◇ 実 行 副 委 員 長 富 田 真 智 子

◇ レ フ ェ リ ー 宮 崎 紀 久 恵

◇ 実 行 委 員 原 田 健 一 ・ 渡 部 麻 美 ・ 樋 口 武 史 ・

加 治 芳 行 ・ 松 本 聡 ・ 野 瀬 勝 也 ・

大 会 役 員



第２２回茨城県実業団テニストーナメント 男子 Ａ大会ドロー

4

12

5

1

16

6

13

7

19

2

8

14

9

17

3

10

15

11

３位決定戦
シード順

１．住友金属鹿島 18

２．キャノンＡ

３．日立電線

４．ＮＩＭＳ

19

住 友 金 属 鹿 島

筑 波 宇 宙 セ ン タ ー

原 科 研 テ ニ ス 部

原 子 力 機 構 那 珂

日 製 日 立 会

日 立 電 線 硬 式 テ ニ ス 部

国 総 研 ･ 土 研 Ｔ Ｃ

Ｊ Ａ Ｅ Ａ サ イ ク ル 研

日 立 市 役 所

7

4

15

16

12

8

9

10

11

17

18

13

14

3

6

5

1

2

日 立 那 珂

原 子 力 機 構 大 洗

キ ャ ノ ン Ａ

常 陽 銀 行 Ａ

日 立 工 機

Ｎ Ｉ Ｍ Ｓ

常 陽 銀 行 Ｂ

原子力エンジニアリング

日 立 佐 和

原 燃 工



原 科 研 日 立 電 線 農 林 筑 波 勝 敗 順 位
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3. 農 林 筑 波

第２２回茨城県実業団テニストーナメント 女子 Ａ大会ドロー

チ ー ム 名

1. 原 科 研 テ ニ ス 部

2. 日 立 電 線 硬 式 テ ニ ス 部



大 会 注 意 事 項
1 ．公 式 掲 示 板 チームへの連絡事項は、全て大会本部が用意した公式掲示板にて行いますので、必ず見て下さい。

2 ．選 手 受 付 出場チームは、各チームの当該試合№の登録時刻までに受付を済ませて下さい。
また、チーム責任者が必ず受付を済ませる事。代理人による受付は認めません。

3 ．開 会 式 大会第一日目、二日目共に、午前９時００分から、開会式を行います。

4 ．選 手 登 録 時 刻 大会１日目 笠松コート 男子A大会 試合№ １ ～ ３ ： ８：５０

3月8日 （３／９） 試合№ ４、６、７、９、１１ ：１０：００

試合№ ５、８、１０ ：１１：００

大会２日目 笠松コート 女子Ａ大会 試合№ ５１～５３ ： ８：５０

3月9日 （３／１５） 男子Ａ大会 試合№ １６、１７ ： ８：５０

5 ．試 合 開 始 案 内 試合順は原則としてＤ→Ｓ１→Ｓ２とします。メンバーは1名欠けた場合、S２を不戦とする。

2名以上の欠員はその対抗は負けとなる。

勝敗決定後は、両チームの合意のもとに選手を変更し、試合をすることができる。

各試合共８ゲーム、ノーアドバンテージスコアリングとし、８—８で７ポイントのタイブレーク方式とする。

但し、雨天の場合は試合方式を変更することがある。

試合開始の案内は、原則としてコールしません。掲示板の「待機」欄に名前が張り出されたら

指定コートで待機下さい。 「試合中」欄に名前が張り出されてから１０分を超えてコートに

入らない場合トスの権利と第一ゲームを失います。１５分を超えた場合は失格となります。

6 ドロー作成について 昨年度の順位を基に、シード順位決定した

１回戦での同一支部同士が対戦しないように考慮した。

7 ．審 判 全試合セルフジャッジ方式とします

終了後、勝者チームが結果を報告してください。

スコアボードを使用します。ドロー番号の小さいクラブが上です。

本大会では、「ポイントペナルティ制度」を適用します。

8 ウオームアップ 各チーム初戦のみ試合前のウオームアップは、３分と致します。２試合目以降はサービス８本です。

オーダーオブプレーは都合に依り変更される場合がありますので注意して下さい。

第１日目（男子）は、３Rまで試合を行います。

9 選 手 出 場 順 シングルスは、実力上位者から１.２とする。

(ＪＴＡ、ＩＢＴＡポイントを基本としますが、対戦チームよりのクレームの無い事を基本とします。)

初回戦のみ全試合行い、以降は勝敗が決定次第、試合を打ち切ることとする。

したがって、運営上コートおよび試合開始時間に変更がある場合がありますので注意して下さい。

10 ．休 憩 連続して試合を行なう場合には、試合終了後20分以内の休憩を取る事が出来ます。

11 ．応 急 処 置 傷害等の応急処置は主催者側で行いますが、その後の責任は負いません。

但し、大会出場選手にはスポーツ傷害保険を掛けております。

12 ．試 合 球 ダンロップフォート・イエローを使用します。各チームが試合数持参（６球）

13 ．雨 天 時 小雨決行としますので、雨天時でも大会会場に来場の上、ご確認ください。

電話による実施有無 の回答は行いません。

14 そ の 他 試合中、飲食等の補給のために第３者の協力を仰ぐ場合は、必ず事前に

レフェリーの承認を得なければなりません。

・試合不可の場合は、以下の通りとします。

・第1日目（３/８）試合不可の場合・・・第1日目３/９、第2日目３/１５、の日程で行なう。

・第2日目（３/９）試合不可の場合・・・第2日目３/１５、の日程で行なう。

・予備日に試合不可の場合・・・順延とし、日程については実業団委員会で決定する。

・試合開始後の、天候不良等による中断にて日程の延期がある場合には翌日試合予定チームへ連絡致します。

15 ．環 境 美 化 会場での空き缶、紙屑等は各自持ち帰るなどして、会場を汚さないようにご協力下さい。
特に、タバコの投げ捨ては厳禁です。

16 徹 底 事 項 試合会場は、８時３０分から使用可能です。それ以前にコート内に入ったチーム、練習を実施
したチームは、理由を問わず失格とし、大会参加を認めません。又この事に対する一切の抗議
意見を認めません。社会人としてのモラル・品格を問われる行為等を考慮下さい。
チーム責任者は、参加者全員に周知徹底をお願い致します。
チーム内の、連絡・伝達事項の不徹底による事柄等も茨城県テニス協会及び実業団委員会では
一切の責任を負いません。


